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中国ドラム缶製造ライン増設について 
 
当社は本日、当社の子会社である杰富意金属容器（浙江）（＝JFE 金属容器（浙江））に

ドラム缶製造ラインを増設することを決議いたしましたのでお知らせいたします。 
 
当社は 1961年の創業以来、国内の化学品メーカーを中心にドラム缶を供給してまいりま
した。この間培ってきた技術力を活かし、現在は世界トップクラスの商品ラインアップを

揃え、日本国内で年間 550万缶（2010年度実績）の高品質ドラム缶を製造しております。 
また、中国における石油化学工業の発展にいち早く着目し、1998 年上海地区に KISCO

（現「JFE 金属容器（上海）」）を操業し、初めての日系ドラム缶メーカーとして中国進出
を果たしました。2008年には隣接する浙江省で「JFE金属容器（浙江）」の操業を開始し、
さらに本年 10月には江蘇省揚州市に第三の拠点である「JFE金属容器（江蘇）」を稼動し、
大きな化学品需要を抱える華東エリアへ高品質ドラム缶の供給を続けております。 
中国では旺盛な石油化学製品需要の伸長に合わせて、化学品最上流のエチレンプラント

の増強・新設が進んでいますが、その自給率は依然として 60%程度と大きな需給ギャップ
が生じています。昨今中国の経済成長はひと時ほどの勢いが失われつつありますが、この

需給ギャップを埋めるための生産能力の拡大は、今後も継続すると想定されます。 
 
 JFE金属容器（浙江）は、2008年 6月の稼動以来、主として近接する上海化学工業区へ
高品質ドラム缶の供給を行っています。現在は１ラインで年間 180万缶（2直稼動前提）の
生産能力を有しておりますが、2009年夏以降フル操業が続いています。同社がカバーする
上海化学工業区や寧波地区は今後も化学工業の大規模な設備投資計画が進められており、

それに伴うドラム缶需要の大幅な伸びが見込まれることから、同社に第二ラインを建設し

供給能力の増強を図ることといたしました。 
建設を予定している新ラインは、日本国内で当社が保有するノウハウや最新の設備技術

を取り込んだ最新鋭のラインです。当社が今まで 3 工場で導入した設備に比べはるかに労
働生産性に優れたラインで、年間生産能力は 240万缶（2直稼動前提）を見込んでいます。
操業開始は 2013年 10月を予定しています。 
 これにより当社グループのドラム缶年間生産能力は 1,300 万缶規模となり、世界屈指の
ドラム缶メーカーとしての地歩を固めることになります。当社グループは、品質管理・操

業技術・商品開発力を強みとして、これからも日本および中国における高品質ドラム缶を

供給してまいります。 
以上 

 
 

本件に関するお問い合わせは、以下へお願いします。 
総務部 今井 03-5822-6701 



【参考資料】JFE金属容器（浙江）について （2011年 12月現在） 
 
 社 名 杰富意金属容器（浙江）有限公司 
   英文名称：JFE Steel Drum Zhejiang Co., LTD. 
   呼称  ：JFE金属容器（浙江） 
 所在地 浙江省平湖経済開発区興平二路 1885号 
 代表者 董事長 中島 廣久 （JFEコンテイナー㈱ 社長） 
 資本金 860万 US＄ （約 7.7億円） 
 資本構成 JFEコンテイナー㈱ 80.1％ 
  伊藤忠丸紅鉄鋼㈱  19.9％ 
 従業員 約 100人  
 生産能力 年間 180万缶 （２直稼動前提） 
 設立年月 2006年 12月 
 生産開始 2008年 6月 
 敷地面積 34,540㎡ 
 建屋面積 9,763㎡ （内 2期既増設分=2,263㎡） 
 

 
 
 
 


